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演習解答例 

第2章 ヘルプの使用 

1. IBM SPSS Statisticsを起動するには、Windowsのスタートメニューのプログラムの

IBM SPSS StatisticsのIBM SPSS Statistics 20を順に選択します。 

 

2. IBM SPSS Statisticsのヘルプを使用してみます（ヘルプメニューのトピック）。FAQ

の項目に含まれるトピックを１、２個選択し、表示されたヘルプを読んでくださ

い。 

 ヘルプメニューのトピックを選択します。 

目次タブシートのCore System、FAQの  ボタンを順にクリックして、いく

つかの項目の説明を確認します。 

 

 

図E.1 オンラインヘルプダイアログボックス 
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3. Base Systemの図表の作成を表示します。目次タブで興味のあるトピックを選択

して、ヘルプを表示させてください。右上の閉じる  ボタンをクリックして、

ヘルプを終了します。 

 

 図表の作成の  ボタンをクリックして、いくつかの項目の説明を確認します。 

 

 

図E.2 オンラインヘルプダイアログボックス 

 

 確認したら、閉じる  ボタンをクリックします。 

 

4. 時間に余裕のある場合は、ヘルプのキーワードタブを使用してみてください。こ

こでは、あるトピックに関するヘルプをすぐに探すことができます。終わったら

ヘルプを終了します。 

 

 キーワードタブをクリックします。 

調べたい項目を入力し、表示ボタンをクリックします。 

該当するトピックからタイトルを選択し、表示ボタンをクリックします。 
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図E.3 オンラインヘルプダイアログボックス 

 

 確認したら、閉じる  ボタンをクリックします。 
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第4章 データの読み込み 

1. 自分が実際に使用する可能性が高いファイル形式を以下から選び、IBM SPSS 

Statisticsを使ってデータを読み込み、NewBank.savという名前でC:\train\Basic

フォルダに保存します。時間があれば、その他の形式のデータもIBM SPSS 

Statisticsに読み込んでください。 

 

a. スプレッドシートデータ：Excelスプレッドシートファイルのワークシートと

して保存されている銀行データの名前は、BwBank.xlsです。変数名は１行目

にあります。このファイルをIBM SPSS Statisticsに読み込んでください。 

 

 ファイルメニューの開くのデータを選択します。または、ツールバーのデータ

ドキュメントを開くボタンをクリックします。 

データを開くダイアログボックスのファイルの場所をC:\train\Basicに移動し、

ファイルの種類をExcel(*.xls, *.xlsx, *.xlsm)に変更します。 

BwBank.xlsを選択し、開くボタンをクリックします。 

 

 

図E.4 データを開くダイアログボックス 
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 このデータの最初の行には変数名が入力されていますので、データの最初の行 

から変数名を読み込むを選択します。 

OKボタンをクリックします。 

 

 

図E.5 Excelデータソースを開くダイアログボックス 

 

b. データベースデータ：Accessデータベースのテーブル（表）として保存されて

いる銀行データの名前は、BwBank.mdbです。このファイルをIBM SPSS 

Statisticsに読み込んでください。この際、Accessデータベースドライバがマシ

ンにインストールされている必要があります（第４章参照）。 

 

 ファイルメニューのデータベースを開くの新規クエリーを選択します。 

データベースウィザードが表示されます。ODBCデータソースリストボックス

のMS Access Databaseを選択し、次へボタンをクリックします。 

 



操作入門 

6 

 

図E.6 データベースウィザードダイアログボックス 

 

 ODBCドライバログインダイアログボックスの参照ボタンをクリックします。

開くダイアログボックスのファイルの場所をC:\train\Basicに移動して

BwBank.mdbを選択し、開くボタンをクリックします。 

ODBCドライバログインダイアログボックスのOKボタンをクリックします。 
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図E.7 BwBank.mdbファイルを開く 

 

 使用可能なテーブルボックスのEmployeesを読み込むフィールドの順序リス

トボックスに移動します。 
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図E.8 データベースウィザードダイアログボックス 

 

 完了ボタンをクリックします。 

 

c. タブ区切りデータ：タブ区切りテキストファイルとして保存されている銀行

データの名前は、BwBankTab.datです。変数名は１行目にあります。このフ

ァイルをIBM SPSS Statisticsに読み込んでください。 

 

 ファイルメニューのテキストデータの読み込みを選択します。 

データを開くダイアログボックスのファイルの場所をC:\train\Basicに移動し、

ファイルの種類をデータ(*.txt,*.dat)に変更します。 

BwBankTab.datを選択し、開くボタンをクリックします。 
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図E.9 データを開くダイアログボックス 

 

 テキストインポートウィザード(ステップ1/6)のテキストファイルは定義済みの

形式に一致しますか？でいいえを選択し、次へボタンをクリックします。 

 

 

図E.10 テキストインポートウィザード（ステップ1/6） 
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 テキストインポートウィザード(ステップ2/6)の元データの形式で自由書式を選 

択し、ファイルの先頭に変数名を含んでいますか？ではいを選択します。 

次へボタンをクリックします。 

 

 

図E.11 テキストインポートウィザード（ステップ2/6） 

 

 テキストインポートウィザード - 自由書式のステップ3/6～4/6では次へボタ 

ンをクリックします。 

テキストインポートウィザード - 自由書式のステップ5/6で、各変数名をすべ 

て小文字に変えておきます。 
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図E.12 テキストインポートウィザード（ステップ5/6） 

 

 次へボタンをクリックします。 

テキストインポートウィザード - 自由書式のステップ6/6で、完了ボタンをクリ

ックします。 

 

2. データエディタで最初の方のケースをいくつか見てください。どの変数も数値型

のデータ値を取り、age（年齢）やedlevel（就学年数）などの変数の値が現実的

なものになっていることを確認してください。 

 

 データビューでケースの値を確認します。 
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図E.13 データビュー 

 

3. このデータファイルにNewBank.savという名前を付けて保存してください。 

 

 ファイルメニューの名前を付けて保存を選択します。 

ファイル名ボックスにNewBank.savと入力して保存ボタンをクリックします。 
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第5章 データエディタの使用 

1. データエディタの変数ビュータブを使用し、銀行ファイルの変数に、変数ラベル、

値ラベル、測定の尺度、欠損値を追加します。ラベルと欠損値コードは次のとお

りです。すべての変数に値ラベルと欠損値コードがあるわけではないことに注意

してください。 

 

変数 変数ラベル 値ラベル 欠損値 測定の尺度 

id 従業員番号   名義 

salbeg 初任給  0 スケール 

gender 性別 0：男性 

1：女性 

9：不明 

9 名義 

jobtime 現職の期間（月）  0 スケール 

age 年齢（歳）  0 スケール 

salnow 現在の給与  0 スケール 

edlevel 就学年数  0 スケール 

workexp 労働経験（年）  0 スケール 

jobcat 職種 0：不明 

1：事務員 

2：事務研修生 

3：警備 

4：大学生インターン 

5：上級一般職 

6：MBAインターン 

7：技術職 

0 名義 

minority 人種 0：白人 

1：白人以外 

9：不明 

9 名義 

 

変数ラベルの入力 

 

 第４章の演習問題で保存したNewBank.savを開きます。 

変数ビュータブをクリックして変数ビューシートを開きます。 

ラベルセルに、上記の変数ラベルを入力します。 

値ラベルの内容から、それぞれの変数に小数の値がはいることはないというこ

とがわかりますので、小数桁数セルに0を入力します（変更しなくても特に問題

はありませんが、この後の操作性と見栄えがよくなります）。 
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図E.14 変数ビュー 

 

値ラベルの定義 

 gender（性別）の値セルのボタン  をクリックします。 

値と値ラベルを入力して追加ボタンをクリックします。 

すべての値ラベルを入力したら、OKボタンをクリックします。 

 

 

図E.15 値ラベルダイアログボックス 

 

 jobcat（職種）、minority（人種）についても、同様に値ラベルを入力します。 
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欠損値の定義 

 salbeg（初任給）の欠損値セルのボタン  をクリックします。 

個別の欠損値を選択し、0と入力します。 

OKボタンをクリックします。 

 

 

図E.16 欠損値ダイアログボックス 

 

 その他の欠損値が指定されている変数についても、同様に欠損値を定義します。 

 

測定の尺度の変更 

 

 id（従業員番号）の尺度セルをクリックし、測定の尺度をスケールから名義に

変更します。 

 

 

図E.17 推定の尺度の変更 
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 その他の変数についても、同様に測定の尺度を変更します。 

 

完成 

 

図E.18 完成したデータ 

 

2. gender（性別）とjobcat（職種）という２つの変数に関して、度数分布表を作成

してください。 

 

 分析メニューの記述統計の度数分布表を選択します。 

性別［gender］、職種［jobcat］を変数リストボックスに移動します。 

 

 

図E.19 度数分布表ダイアログボックス 

 

 OKボタンをクリックします。 
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図E.20 度数分布表 

 

3. ファイルメニューのデータの上書き保存を使用して、ラベルと欠損値を含むこの

データファイルを保存してください。 

 

 ファイルメニューのデータの上書き保存を選択します（または、ツールバーの

ドキュメントの保存ボタンをクリックします）。 

 

4. 時間に余裕のある場合は、1960年代中期の銀行従業員を表すようなケースを、こ

のファイルに追加してください。新しいケースが追加されたファイルを保存して

ください。 



操作入門 

18 

 

 データビューシートの最後の行にカーソルを位置付けます（CTRLキーを押しな

がら↓キーを押すと簡単に位置付きます）。 

任意のデータを入力します。 

ファイルメニューのデータの上書き保存を選択します（または、ツールバーの

ドキュメントの保存ボタンをクリックします）。 

 

注意：ここで入力されたケースによって、この後の演習で行う出力結果が変わります。

解答例では、ここでの入力がなかったものとしてこの後の演習を行っています。 

 

第6章 複数のデータセットの使用 

1. IBM SPSS StatisticsデータファイルNewBank.savを開きます。 

 

2. ２つ目のデータエディタウィンドウとして、空のデータファイルを新規作成しま

す。 

 ファイルメニューの新規作成のデータを選択します。 

 

 

図E.21 新規作成 
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3. salbeg（初任給）を新しいデータエディタウィンドウに定義します。 

 変数ビューのタブをクリックします。 

１行目の名前セルにsalbegと入力します。 

 

 

図E.22 変数ビュー 

 

4. NewBank.savのデータエディタウィンドウで、salbeg（初任給）のすべての属

性をコピーして、新しいデータエディタウィンドウのsalbeg（初任給）の属性に

貼り付けます。 

 

図E.23 すべての属性をコピー 
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図E.24 貼り付け 

 

5. 残りのすべての変数について、NewBank.savに定義されている属性をコピーして、

新しいデータエディタウィンドウに貼り付けます。 
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図E.25 新しいデータウィンドウへ貼り付け 
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6. このデータファイルにBankDef.savという名前を付けて保存してください。 

 

図E.26 名前を付けてデータを保存ダイアログボックス 
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第7章 個々の変数の要約統計量 

1. IBM SPSS StatisticsデータファイルNewBank.savを開きます。 

 

2. jobcat（職種）、minority（人種）、gender（性別）の度数分布表を作成し、最

頻値と棒グラフを出力します。棒グラフを検討し、これらの変数の分布について

調べます。人数が最も多い職種はどれでしょうか。また人数が最も少ない職種は

どれでしょうか。 

 

 分析メニューの記述統計の度数分布表を選択します。 

性別［gender］、職種［jobcat］、人種［minority］を変数リストボックスに

移動します。 

 

 

図E.27 度数分布表ダイアログボックス 

 

 統計量ボタンをクリックします。 

中心化傾向の最頻値を選択します。 
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図E.28 度数分布表：統計 

 

 続行ボタンをクリックします。 

図表ボタンをクリックます。 

図表の種類の棒グラフを選択します。 

 

 

図E.29 度数分布表：図表の設定 

 

 続行ボタンをクリックします。 

OKボタンをクリックします。 
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図E.30 度数分布表 
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図E.31 jobcat（職種）の棒グラフ（gender（性別）とminority（人種）の棒グラフは省略） 

 

統計量テーブルに出力されている最頻値と棒グラフから、最も人数の多い職種は事

務員であることがわかります。また、度数分布表と棒グラフから最も人数の少ない職

種はMBAインターンであることがわかります。 

3. salbeg（初任給）とsalnow（現在の給与）について度数分布表のダイアログボッ

クスを使って、それぞれの変数の要約統計量とヒストグラム（正規曲線付き）を

出力します。これらの給料は正規分布をしているでしょうか。そうでない場合、

その理由は何だと考えられますか。 

 

 ツールバーのダイアログのリコールボタンをクリックします（または、分析メ

ニューの記述統計の度数分布表を選択します）。 

戻すボタンをクリックします。 

初任給［salbeg］、現在の給与［salnow］を変数リストボックスに移動します。 
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図E.32 度数分布表ダイアログスボック 

 

 統計量ボタンをクリックします。 

中心化傾向の平均値、中央値、散らばりの標準偏差、最大値、最小値を選択し

ます。 

 

図E.33 度数分布表：統計 

 

 続行ボタンをクリックし、図表ボタンをクリックします。 

図表の種類のヒストグラムの正規曲線を表示を選択します。 
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図E.34 度数分布表：図表の設定 

 

 続行ボタンをクリックします。 

度数分布表の表示の選択を解除します。 

OKボタンをクリックします。 

 

 

図E.35 統計量 
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図E.36 salbeg（初任給）の正規曲線付きヒストグラム 
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図E.37 salnow（現在の給与）の正規曲線付きヒストグラム 

 

初任給、現在の給与とも平均値に比べて中央値の値が著しく小さくなっています。

また、棒グラフから、はずれ値（値が高いケース）によって正規曲線がゆがんでいる

ことがわかります。これらのことから、初任給、現在の給与は正規分布に従っていな

いといえます。 

 

4. 時間に余裕のある場合は、edlevel（就学年数）の度数分布表を作成してください。

この際、度数の降順で表示してください（書式ボタンを使用します）。 

 

 ダイアログのリコールボタンをクリックし、度数分布表ダイアログボックスを

表示します。 

戻すボタンをクリックします。 

就学年数［edlevel］を変数リストボックスに移動します。 

書式ボタンをクリックし、表示順の度数による降順を選択します。 
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図E.37 度数分布表：書式の設定 

 

 続行ボタンをクリックします。 

OKボタンをクリックします。 

 

 

図E.38 度数分布表 
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第8章 データ値の変換 

1. IBM SPSS StatisticsデータファイルNewBank.savを開きます。 

 

2. 変換メニューの連続変数のカテゴリ化を選択し、salbeg（初任給）を６つのカテ

ゴリに分ける新しい変数（salgrpという名前にします）を作成します。salgrpを

作成したら、度数分布表を作成し、その結果を確認します。 

 

 変換メニューの連続変数のカテゴリ化を選択します。 

変数ボックスの初任給［salbeg］をビン分割する変数リストボックスに移動し

ます。 

続行ボタンをクリックします。 

 

 

図E.39 連続変数のカテゴリ化ダイアログボックス 

 

 スキャンされた変数のリストボックスの初任給［salbeg］を選択します。 

ビン分割する変数の名前にsalgrpと入力します。 
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図E.40 連続変数のカテゴリ化ダイアログボックス 

 

 分割点の作成ボタンをクリックします。 

スキャンされたケースに基づく、等しいパーセンタイルを選択します。 

分割点の数に5と入力します（幅は自動的に設定されます）。 
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図E.41 分割点の作成ダイアログボックス 

 

 適用ボタンをクリックします。 

ラベルの作成ボタンをクリックします。 
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図E.42 連続変数のカテゴリ化ダイアログボックス 

 

 OKボタンをクリックします。 

ビン指定により、変数が1個作成されます。のメッセージボックスのOKボタン

をクリックします。 

 

 分析メニューの記述統計の度数分布表を選択します。 

前の演習の設定が残っている場合には、戻すボタンをクリックします。 

初任給（ビン分割済み）［salgrp］を変数リストボックスに移動します。 

OKボタンをクリックします。 
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図E.43 度数分布表 

 

ほぼ同じ大きさのグループに分割されたことがわかります。 

 

3. 変換メニューの変数の計算を使用し、salnow（現在の給与）とsalbeg（初任給）

の差を表す新しい変数を作成します。 

 

 変換メニューの変数の計算を選択します。 

目標変数ボックスにsaldiff（任意の名前）と入力します。 

現在の給与［salnow］を数式ボックスに移動します。 

演算子の  ボタンをクリックします。 

初任給［salbeg］を数式ボックスに移動します。 
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図E.44 変数の計算ダイアログボックス 

 

 OKボタンをクリックします。 

 

4. この新しい変数の度数分布表を作成します。この際、平均値を表示してください。

その後、要約統計量を検討します。現在の給与が初任給よりも少ない人がいるで

しょうか。また、給料が最も変化した人の金額の差はどのくらいですか。 

 

 ツールバーのダイアログのリコールボタンをクリックし、度数分布表ダイアロ

グボックスを表示します。 

戻すボタンをクリックします。 

saldiffを変数リストボックスに移動します。 

統計量ボタンをクリックし、中心傾向の平均値、散らばりの最小値、最大値を

選択します。 
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図E.45 度数分布表：統計 

 

 続行ボタンをクリックし、OKボタンをクリックします。 

 

 

図E.46 統計量 

 

最小値がマイナスではないので、現在の給与が初任給より下がった人はいません。

また、給料が最も変化した人の金額の差は30496ドルです。 

 

5. 変更されたデータファイルを保存します。 
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6. 時間に余裕のある場合は、jobtime（現職の期間）とworkexp（労働経験）の２

つの変数を使用して、各従業員のこれまでの就労期間全体の長さ（単位：月）を

表す新しい変数を作成してください。これには、年単位で表されているworkexp

を月単位に変更する必要があります。この新しい変数の要約統計量を検討してく

ださい。 

 

 ダイアログのリコールボタンをクリックし、変数の計算ダイアログボックスを

表示します。 

戻すボタンをクリックします。 

目標変数ボックスにworkper（任意の名前）と入力します。 

数式ボックスに jobtime + workexp * 12 と入力します。 

 

 

図E.47 変数の計算ダイアログボックス 

 

 OKボタンをクリックします。 
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 ダイアログのリコールボタンをクリックして度数分布表ダイアログボックスを

表示します。 

戻すボタンをクリックします。 

workperを変数リストボックスに移動します。 

統計量ボタンをクリックし、中心傾向の平均、散らばりの最小値、最大値を選

択して、続行ボタンをクリックします。 

度数分布表の表示の選択を解除します。 

 

 OKボタンをクリックします。 

 

 

図E.48 統計量 

 

7. それでも時間に余裕のある場合は、給与の差（この章の演習の３番目を参照）を

jobtime（現職の期間）で割った、新しい変数を計算します。これで、現在の職種

についてからの月数で調整された給料の差を得ることができます。この新しい変

数に対して、記述統計を実行します（度数分布表ダイアログボックスの統計ボタ

ンを使用。あるいは分析メニューの記述統計を選択）。 
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 ダイアログのリコールボタンをクリックして変数の計算ダイアログボックスを

表示します。 

戻すボタンをクリックします。 

目標変数ボックスにmondiff（任意の名前）と入力します。 

数式ボックスにsaldiff / jobtime と入力します。 

 

 

図E.49 変数の計算ダイアログボックス 

 

 OKボタンをクリックします。 

 

 分析メニューの記述統計の記述統計を選択します。 

mondiffを変数リストボックスに移動します。 

OKボタンをクリックします。 
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図E.50 記述統計量 

 

第9章 クロス集計表 

1. gender（性別）とminority（人種）に関するクロス集計表を実行します（分析

メニューの記述統計のクロス集計表）。 

 

 分析メニューの記述統計のクロス集計表を選択します。 

性別［gender］を行リストボックスに、人種［minority］を列リストボックス

に移動します。 

 

 

図E.51 クロス集計表ダイアログボックス 

 

 OKボタンをクリックします。 
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図E.52 gender（性別）とminority（人種）のクロス表 

 

2. salgrp、gender、minorityに関するクロス集計表を作成します。このとき、列

パーセントのみを表示させます。salgrpとこれら２つの変数の関係は、それぞ

れどのようになっているでしょうか。 

 

 ダイアログのリコールボタンをクリックし、クロス集計表ダイアログボックス

を表示します。 

戻すボタンをクリックします。 

初任給（ビン分割済み）[salgrp]を行リストボックスに移動します。 

性別[gender]、人種[minority]を列リストボックスに移動します。 

 

 

図E.53 クロス集計表ダイアログボックス 
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 セルボタンをクリックします。 

観測の選択を解除し、パーセンテージの列を選択して、続行ボタンをクリック

します。 

 

 

図E.54 クロス集計表：セル表示の設定 

 

 OKボタンをクリックします。 
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図E.55 クロス表 

 

3. salgrpとgenderのクロス集計表を作成し、観測度数と期待度数の両方を表示しま

す。カイ２乗検定を実行し、関係を検定します。 

 

 ダイアログのリコールボタンをクリックし、クロス集計表ダイアログを表示し

ます。 

戻すボタンをクリックします。 

初任給（ビン分割済み）[salgrp]を行リストボックスに移動します。 

性別[gender]を列リストボックスに移動します。 
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図E.56 クロス集計表ダイアログボックス 

 

 統計量ボタンをクリックします。 

カイ２乗を選択します 

 

 

図E.57 クロス集計表：統計量の設定 
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 続行ボタンをクリックします。 

セルボタンをクリックします。 

度数の期待を選択します。 

 

 

図E.58 クロス集計表：セルの表示の設定 

 

 続行ボタンをクリックします。 

OKボタンをクリックします。 
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図E.59 クロス表とカイ2乗検定 

 

Pearsonのカイ２乗の漸近有意確率（両側）が.000と極めて小さくなっています。

このことから、性別と初任給が独立である可能性が極めて低い、すなわち２つの変数

は関係があるといえます。 

 

4. ビューアウィンドウの内容を、Exer9.spvという名前でC:\train\Basicフォルダに

保存します。 
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 IBM SPSS Statisticsビューアのファイルメニューの名前を付けて保存を選択し

ます。 

ファイル名をExer9.spvとして保存します。 

 

5. それでも時間に余裕のある場合は、gender（性別）とjobcat（職種）の関係を調

べてください。これら２つの変数が独立であるかどうかを検定するために適切な

統計的手法を選択してください。女性の警備員の期待度数はいくつですか。次に、

gender、minority、salgrpに関する３次元のクロス集計表を作成します（ヒント：

salgrpを行変数、minorityを層変数として使用します）。性別と給与の間の関係

性は人種によって異なっているでしょうか。 

 

gender（性別）とjobcat（職種）の関係 

 ダイアログのリコールボタンをクリックし、クロス集計表ダイアログを表示し

ます。 

行リストボックスの初任給（ビン分割済み）[salgrp]を変数リストボックスに

戻し、職種[jobcat]を行リストボックスに移動します。 

OKボタンをクリックします。 
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図E.60 クロス表とカイ2乗検定 

 

クロス表の期待度数から、女性の警備員は12人になると予想されます。 

Pearsonのカイ２乗の漸近有意確率（両側）が.000と極めて小さくなっていますが、

期待度数が5未満のセルが28.6％あるため、カイ２乗検定の信頼性に問題があります。

一般に、期待度数が５未満のセルが20％を超える場合、最小期待度数が１未満の場合

はカイ２乗検定の結果を信頼することができないので、結果を評価しません。 

 

gender、minority、salgrpの３次元クロス集計表 

 ダイアログのリコールボタンをクリックし、クロス集計表ダイアログを表示し

ます。 

行リストボックスの職種[jobcat]を変数リストボックスに戻し、初任給（ビン

分割済み）[salgrp]を行リストボックスに移動します。 

人種[minority]を層リストボックスに移動します。 

OKボタンをクリックします。 
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図E.60 クロス表 
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図E.61 カイ2乗検定 

 

人種が白人の場合、Pearsonのカイ２乗の漸近有意確率（両側）が.000と極めて小

さくなっていることから、性別と初任給の２つの変数は関係があるといえます。 

人種が白人以外の場合、期待度数が5未満のセルが33.3％あるため、カイ２乗検定

の結果は評価できません。 

 

第10章 出力ビューアの使用 

ここでは、第９章の演習で作成したクロス集計表の外観を変更します。 

1. 第９章の演習で保存した、Exer9.spvを開きます。 

 

 ファイルメニューの開くの出力を選択します。 

Exer9.spvを選択して開きます。 

 

2. ビューアウィンドウの２つ目のクロス集計表（列パーセントが表示されたsalgrp

とgenderの表）のピボットテーブルを編集します。行と列を入れ替えます。 

 

 初任給（ビン分割済み）と性別のクロス表をダブルクリックします。 

ピボットメニューの行と列の入れ替えを選択します。 
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図E.62 クロス表 

 

3. １列目（値ラベル）の幅を自分が好きなように変更します。 

 

 値ラベルの右の縦線の近くにマウスポインタを近づけます。 

マウスポインタが  になったら、任意の位置にドラッグします。 

 

4. 表題を変更し、内容がよくわかるものにします。 

 

 表題（初任給（ビン分割済み）と性別のクロス表）をダブルクリックし、任意

の表題を入力します。 

 

5. この表にテーブルルックをいくつか適用してみます。この分析結果を発表する場

合、それぞれのテーブルルックの長所ならびに短所はなんでしょうか。 

 

 初任給（ビン分割済み）と性別のクロス表をダブルクリックします。 

形式メニューのテーブルルックを選択します。 

テーブルルックファイルから任意のテーブルルックを選択し、OKボタンをクリ

ックします。 
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図E.62 テーブルルックダイアログボックス 

 

テーブルルックを適用すると、既に定義されている形式を利用することができるの

でレポートの作成などを行う際に効率的です。ただし、テーブルルックを適用する前

に手作業で変更した列幅などは無効になってしまいます。表題のフォント（種類、大

きさ）はテーブルルックの影響を受けません。 

 

第11章 グラフの作成と編集 

1. NewBank.savデータファイルを開き、jobcat（職種）の分布を表す円グラフを作

成します（グラフメニューのレガシーダイアログの円を選択してグラフを作成し

ます）。グラフに表題を追加し、度数とラベルの両方を表示します。 

 

 グラフメニューのレガシーダイアログの円を選択します。 

円グラフダイアログボックスでグループごとの集計を選択し、定義ボタンをク

リックします。 
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図E.63 円グラフダイアログボックス 

 

 職種[jobcat]を分割の定義ボックスに移動します。 

 

 

図E.64 円グラフの定義：グループごとの集計 

 

 OKボタンをクリックします。 
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図E.65 円グラフ 

 

 円グラフをダブルクリックし、図表エディタを表示します。 

タイトルの挿入  ボタンをクリックし、任意の表題を入力します。 
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 要素メニューのデータラベルの表示をクリックします。 

プロパティダイアログボックスの非表示リストボックスの度数を表示リストボ

ックスに移動します。 

 

 

図E.66 プロパティダイアログボックス 

 

 プロパティダイアログボックスの適用ボタン、閉じる  ボタンをクリックし

ます。 
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図E.67 データラベルを表示した円グラフ 

 

2. 給与のカテゴリ（salgrp）の分布を表す単純な棒グラフを、標準グラフあるいは

インタラクティブグラフのどちらかで作成します。 

 

標準グラフの作成 

 グラフメニューのレガシーダイアログの棒を選択します。 

棒グラフダイアログボックスで単純、グループごとの集計を選択し、定義ボタ

ンをクリックします。 
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図E.68 棒グラフダイアログボックス 

 

 初任給（ビン分割済み）[salgrp]をカテゴリ軸ボックスに移動します。 
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図E.69 単純棒グラフの定義：グループごとの集計 

 

 OKボタンをクリックします。 



演習問題解答例 

61 

 

 

図E.70 初任給（ビン分割済み）の棒グラフ 

 

第12章 シンタックスの利用 

これらの演習では、直接銀行データを分析することはせず、IBM SPSS Statisticsの

便利な機能の使い方を練習します。 

1. NewBank.savデータファイルを開き、jobcat（職種）を表す円グラフを作成しま

す。 

 

 グラフメニューのレガシーダイアログの円を選択します。 

円グラフダイアログボックスでグループごとの集計を選択して定義ボタンをク

リックします。 

職種[jobcat]を選択して移動ボタンをクリックし、分割の定義ボックスに移動

します。 
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 OKボタンをクリックします。 

 

2. シンタックスウィンドウでspss.jnlファイルを開いて（ファイルメニューの開く

のシンタックス。ファイルの種類プルダウンリストで、すべてのファイル（*.*）

を選択）、コマンドを調べます。円グラフを実行したシンタックスコマンド

（GRAPH）の場所を探し（ジャーナルオプションが追加になっている場合、フ

ァイルの最後のほうにあります）、これを選択して実行します。 

 

 編集メニューのオプションを選択します。 

オプションダイアログボックスのファイルの場所タブのセッションジャーナル

の保存ディレクトリを確認します。 

キャンセルボタンをクリックします。 

 

 ファイルメニューの開くのシンタックスを選択します。 

ファイルの場所を先程確認したフォルダに変更します。 

ファイルの種類をすべてのファイル（*.*）に変更します。 

spss.jnlを選択し、開くボタンをクリックします。 

 

 ファイルの最後までスクロールします。 

GRAPHコマンドにカーソルを位置付けてツールバーのコマンドの実行ボタンを

クリックします。 

 

 

図E.71 シンタックスエディタ 
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3. シンタックスウィンドウに戻り、jobcat（職種）をedlevel（就学年数）に変更し、

このコマンドを実行します。 

 

 GRAPHコマンドのjobcatをedlevelに変更し、ツールバーの選択範囲を実行ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

第13章 役に立つ機能 

これらの演習では、直接銀行データを分析することはせず、IBM SPSS Statisticsの

便利な機能の使い方を練習します。 

1. ダイアログのリコールボタンをクリックし、最近アクセスしたIBM SPSS Statistics

ダイアログボックスを表示し、そのうちの１つを選択します。その分析において

（以前に使用された）変数が全然選択されていないのはなぜでしょうか。 

 

別のデータファイルを開いたり、IBM SPSS Statisticsをいったん終了して再び起動

したりすると、ダイアログボックスの設定は初期化されます。 

 

2. NewBank.savファイルのコード化（値の再割り当て）情報を表示します（ファイ

ルメニューのデータファイル情報の表示を選択します）。前に入力したラベルと

欠損値がまだあることを確認してください。 

 

 ファイルメニューのデータファイル情報の表示の外部ファイルを選択します。 

c:\train\Basic\NewBank.savを選択し、開くボタンをクリックします。 

出力されたデータファイル情報にラベルや欠損値の定義が含まれていることを

確認します。 
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図E.72 変数情報と値ラベル 

 

第14章 多重回答データ 

1. demo.savを開きます。 

 

2. 多重回答グループ（２分形式）を定義します。名前は電話関連で、電話関連製品

とサービスの利用について質問するものです。キャッチホン［キャッチ］、発信

者番号表示［発番号］、インターネット［ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ］、複数回線［複数回線］、ポ

ケベル［ポケベル］、留守番電話［留守電］、携帯電話［携帯電話］が含まれま

す。 

 

 分析メニューの多重回答の変数グループの定義を選択します。 

携帯電話［携帯電話］、複数回線［複数回線］、留守番電話［留守電］、ポケ

ベル［ポケベル］、インターネット［ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ］、発信者番号表示［発番号］、

キャッチホン［キャッチ］を変数リストボックスに移動します。 

変数のコード化様式の集計値に1と入力します。 

名前テキストボックスに電話関連、ラベルテキストボックスに電話関連製品と

サービスの利用と入力します。 



演習問題解答例 

65 

 

 

図E.73 多重回答グループを定義ダイアログボックス 

 

 追加ボタンをクリックし、閉じるボタンをクリックします。 

 

3. この多重回答グループの度数分布表を作成します。これらの製品/サービスのうち

で最も少ないのはどれですか。 

 

 分析メニューの多重回答の度数分布表を選択します。 

電話関連製品とサービスの利用[電話関連]をテーブルリストボックスに移動し

ます。 
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図E.74 多重回答の度数分布表ダイアログボックス 

 

 OKボタンをクリックします。 

 

 

図E.75 電話関連 度数分布表 

 

4. 電話関連と婚姻状況の多重回答クロス集計表を作成します。ケースに関する列パ

ーセントを表示させます。婚姻状況によって、電話関連製品とサービスの利用に

違いは見られるでしょうか。 
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 分析メニューの多重回答のクロス集計表をクリックします。 

婚姻状況[婚姻状況]を行リストボックスに移動します。 

 

 

図E.76 多重回答のクロス集計表ダイアログボックス 

 

 範囲の定義ボタンをクリックします。 

最小値テキストボックスに0、最大値テキストボックスに1を入力し、続行ボタ

ンをクリックします。 

 

 

図E.77 多重回答のクロス集計表：範囲の定義 

 

 多重回答グループの電話関連製品とサービスの利用[電話関連]を列リストボッ

クスに移動します。 
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図E.78 多重回答のクロス集計表ダイアログボックス 

 

 オプションボタンをクリックします。 

セルのパーセントの列を選択します。 

パーセンテージ計算の分母のケース数を選択します。 

続行ボタンをクリックします。 

 

 

図E.79 多重回答のクロス集計表：オプション 

 

 OKボタンをクリックします。 
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図E.80 婚姻状況*電話関連 クロス表 

 

既婚者と未婚者に大きな違いは見られません。 

 


